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☆その他

・神戸市では震災の反省と教訓を踏まえて、応急
復旧に要する時間、応急給水の目標水量と市民運
搬距離、防災拠点における水の確保、復旧作業の
地域的公正性の確保及び民生の安定への協力目
標として盛り込まれた。

・下表は、震災発生時から全市応急復旧完了に至る期間において、
神戸市水道局災害対策本部で受け付けた苦情、要望、問い合わせ等
の合計2,398件の電話（いわゆる「市民の声」）の推移を定性的にとり

まとめ、水道以外の他の都市基盤の復旧状況と重ね合わせて整理し
たもの。

・復旧が長引くにしたがって、断水市民の苦情は切実さを増し、震災発
生から５週間目になると「水くみが大変辛い」「マンションの階段を上る
のに疲れた」等の悲痛な声が寄せられるようになる。更に「我慢も限界
だ」「自分の家だけが通水を忘れられているのでは」などのように明ら
かに怒りの表現が出てくる。

※神戸市水道局ホームページより

出典：近畿圏における広域防災拠点整備・連携方策策定調査 報告
書 平成14年3月 （財団法人 水道技術研究センター）



12

新潟県中越地震

☆被害状況

発生日時：H16(2004).10.23 M6.8 最大震度7

○被害地区：新潟県内40市町村（合併前）

滑落した中継ポンプ場（旧山古志村簡易水道）

管路の耐震性と被害率の関係

○断水戸数：129,750戸

○構造物の被害

・大規模施設の被害は、構造目地の損傷、クラックからの漏水等
の比較的軽微な被害であり、通水機能が停止するような被害は
発生していない（長岡市上水道、小千谷市上水道）。

・小規模施設においては、周辺地盤の崩壊、活動により構造物が
移動、沈下し、機能が停止する被害が発生している（小千谷市簡
易水道地区、川口町簡易水道、旧山古志村簡易水道）

・上流下水処理場の被害により河川に未処理水が流入した。

・国土交通省所管の妙見堰ゲートが操作不能となった。

○管路の被害

・長岡市上水道、小千谷市上水道の管路の被害は、液状化によ
り道路が陥没した箇所、旧河川などの軟弱な地盤、造成地など
に限られていた（地震動周期が短かったこと、管路更新（耐震化
）の効果)。

・中山間部においては、斜面崩壊や道路ののり面崩壊などの地盤
破壊に伴い管路が流出する被害が発生した（小千谷市上水道（中
山間地）、川口町簡易水道、旧山古志村簡易水道）。

○その他の被害

（参考文献）新潟県中越地震水道被害調査報告書 平成17年2月（新潟県中越地震水道現地調査団）

新潟県中越地震水道被害調査報告書 山古志地域編 平成17年10月（新潟県中越地震水道現地調査団）

水道施設の被害事例（２）


